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第３回鳥取県美術館整備基本計画策定アドバイザリー委員会 

                              日時 平成３０年２月９日（金）１３：３０～１５：１５ 

                              場所 鳥取県立博物館 会議室 

 

【開会】 

○事務局 委員の皆様、本日はありがとうございます。 

委員の出席数の確認をさせていただきます。当委員会は、条例の規定によりまして、

委員の半数以上が出席しなければ会を開くことができないということになっております。

本日は、委員数９名のうち７名の委員様が御出席ですので、会議の定足数を満たしている

ということをここに御報告させていただきます。 

 では、これから第３回鳥取県美術館整備基本計画策定アドバイザリー委員会を開催いた

します。 

【開会挨拶】 

○事務局 開会に当たりまして、当委員会の林田座長から御挨拶をお願いします。 

○林田座長 皆様、大変雪の降るこの季節にお集まりいただき本当にありがとうございま

す。今日は鳥取にしては大変な青空でございまして、春が山の向こうまで見えるような珍

しいお天気でございますが、本日の議論もこのようであってほしいなと思っているわけで

ございます。 

 このまとめの資料の中にも入っておりますが、平成２６年からこの検討会が活動をスタ

ートいたしまして、私、最初から関わっておりますものですから本当に感慨深いものがあ

ります。今日はこの会の、できれば取りまとめのような形にさせていただければというこ

とで、御議論をお願いすることになっていますが、まだまだ、これからいろいろ検討もし

なければならない課題もたくさんあるわけでございまして、もう少し時間はかかるようで

すけれども、じっくりと御検討いただきまして、本当にいいものができますように検討を

進めていただければと思います。皆さん方にも、いろんな形で、またこれからも応援いた

だければありがたいと思っておりますのでよろしくお願い申し上げます。 

○事務局 ありがとうございました。 

 今後の議事の進行は、林田座長にお願いいたしします。 

【鳥取県立美術館整備基本計画（中間まとめ素案）について】 

○林田座長 それでは、これまでの委員会での皆さんの御意見を踏まえまして、事務局で

整理をいただきました美術館整備基本計画中間まとめ素案につきまして皆様からの御意見

をいただくということが、今日の会議の目的でございます。 

 それでは、一通り全体の説明を受けてから議論を進めたいと思いますので、事務局から

説明をお願いします。 

○漆原博物館美術館整備準備室長 それでは説明をさせていただきたいと思います。座っ

て失礼いたします。 

 基本計画の中間まとめ素案ということで、最初に、資料１の計画の概要で基本計画の大

まかな骨組みを紹介させていただき、その後に、資料２で説明をさせていただきたいと思

います。 

 資料１『鳥取県立美術館整備基本計画の概要（中間まとめ素案）』でございますけれど



－2－ 

も、５つの章で構成しておりまして、第１章といたしまして「計画策定の背景と経緯」、

先ほど林田座長から話がありましたけれども、これまでの検討の経緯、特に基本構想にお

ける基本的なあり方等、改めてこの基本計画の中で整理をさせていただいております。 

 それから、第２章「新美術館の目的・コンセプト」の章で、ここにつきましては前回の

委員会で御議論をいただいたところでございますけれども、基本構想の中で私たちの県民

立美術館という取りまとめをしていただきました。それを今回この基本計画の中で、具体

的な形、新美術館としてどのように整備あるいは展開していくのかということを、この第

２章の中で記述しております。１つ目として、次代を担う子供たちを中心とした、『人を

「つくる」』場としての役割。それから２つ目は、地域とのつながり、にぎわいを創出す

る、そうしたことでまちづくりに貢献していくという、『まちを「つくる」』拠点として

の役割。３つ目として、県民一人一人が主体的に関わっていただく、『県民が「つく

る」』機会としての役割ということで、この３つを、こうした活動、それぞれが連関しな

がら成長していくということで、鳥取県の『未来を「つくる」美術館』という大きな役割

を果たしていこうという目的、コンセプトの整理をさせていただいております。 

 ここまでが前回、第２回の委員会で御議論いただいたところと認識しております。 

 真ん中の列、第３章「必要な機能と主な事業展開」で、先ほどの目的、コンセプトを実

現するための美術館の機能、事業展開として、「（１）中心となる機能」ということで項

目で５つほど掲げておりますけれども、「あつめる・まもる（収蔵）」、「しらべる・ふ

かめる（調査研究）」、「つたえる・たのしむ（展示）」、「ふれてまなぶ・であってま

なぶ（教育普及）」、「つなぐ（地域等・学校・県民との連携・協力）」という５つの機

能と主な事業展開を基本計画の中でまとめております。その中で、先ほど出てまいりまし

た次世代の子供たちの想像力とか創造性を育むための美術を通じた学び、こうした支援を

行う美術ラーニングセンター機能の設置、これを別に記載しておりますし、県内どこでも

美術館のサービスが享受できる環境づくり、こうしたことを進める鳥取県ミュージアム・

ネットワークによる連携、この２つの機能を今回の美術館の特色として掲げていったらど

うだろうということで、別に取りまとめをさせていただいております。 

 さらに、そうしたいわゆる中心となる機能、これに加えて、美術館の魅力であるとか幅

広い楽しみを提供させていただくようなレストラン・カフェであるとかミュージアムショ

ップ、あるいはユニークベニューというような附帯的な機能、こういうものもこの基本計

画の中で取り上げさせていただこうかなと。さらには、多くの人が利用しやすい、あるい

は気軽に訪れていただけるような開館日であるとか利用料金についても検討していくとい

うこと、こうした美術館の機能、事業展開をすることによって、県内の多くの人々に美術

館を訪れていただく、集っていただく、楽しんでいただく、その交流する拠点として、サ

ードプレイスという記載もしていますが、家でもない、学校、職場でもない第三の居場所

となるような美術館を目指していこうという取りまとめをしているところでございます。 

 一番右側の列を見ていただきたいと思いますけれども、そうした県立の美術館として求

められる使命、それを果たすために必要な施設面での機能、これを確保していく必要があ

るわけでございまして、第４章「施設整備計画」、この施設整備の方針につきましては、

前回、第２回の委員会でお示しをさせていただいたところでございますけれども、その方

針による諸室の規模や敷地の利用計画、さらには整備費用の想定といったようなことを基
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本計画の中で取りまとめしようと考えております。 

 それから、第５章「基本計画の実現に向けて」ということで、県民立美術館としての実

現に向けてということで、１つ目が組織体制、ボランティアといったいわゆる新美術館の

活動を支えていただけるような方々とのネットワーク、これを確立。あるいは利用促進策

というようなことも取りまとめるとともに、５－３、５－４で年間の運営費用、あるいは

経済波及効果、これは今検討中で今回は入っておりませんけれども、こういうものも盛り

込んでいきたいと考えており、さらには、５－５として中長期的な目標設定と継続的な点

検・評価というような観点を盛り込んでいく。最後には、今後のスケジュール等を盛り込

んで、開館に向けた取り組みを進めていきたいと考えているところでございます。このよ

うな基本計画の骨組みで、取りまとめをさせていただきたいと考えております。 

 次に、資料２を見ていただきたいと思いますが、資料２の１２ページで先ほどの概要で

いきますと、第３章「必要な機能と主な事業展開」ということで、今回が新たなところで

ございます。先ほど取りまとめました中心となる機能、５つの機能、それぞれごとに基本

構想での機能を整理しつつ、その機能の事業展開、それをそれぞれ下のほうに書かせてい

ただいております。それは、１２ページの収蔵「あつめる・まもる」ということであれば、

事業展開として２つ目に収集方針等の今後見直し等を行うことで、もう少し広範囲の収集

というようなことも考えていこうと。あるいは、その下に前回の委員会で県民とともにつ

くるという趣旨は良い、収蔵品も県民が所蔵する優れた美術作品の寄贈・寄託、こうした

ことをいただきたいというメッセージを盛り込んではどうだろうかという御意見がありま

したのでこのような記載をさせていただいております。 

 それから、次の調査研究「しらべる・ふかめる」というところで見てみますと、一番最

後に、美術作品等のデータベース化であるとかデジタルアーカイブ化というようなポイン

ト。１３ページの２つ目の矢印、隣接の倉吉市立図書館等と連携して、アートスタート、

未就学児らを対象とした文化芸術を提供するような取り組み、こういうものも近隣の社会

教育施設等と連携を図りながらやっていくということ。 

 １３ページの展示「つたえる・たのしむ」ということで、例えば常設展示については、

ＩＣＴ設備を備えて、魅力をわかりやすく伝えるような展示を行う。あるいは、美術館の

施設外であっても、野外に彫刻作品等を配置して、楽しめる環境を創出していくというよ

うなこと。あるいは企画展示については、前回、水沢委員からありましたけれども、隣接

する国史跡大御堂廃寺跡の持つ歴史風土を生かした取り組み。あるいは、吉村委員からあ

った国内外の姉妹都市等との連携による展示プログラム、こうした取り組みも記載させて

いただいています。それから、１４ページを見ていただきたいと思います。冒頭の矢印、

まんが王国というようなことをテーマとした展覧会を、県内の関係施設、例えば青山剛昌

ふるさと館等と連携を図りながらやっていくこと。それから、その次の他施設との連携で、

この県立博物館を活用して、県東部で相当規模の魅力的な美術展を引き続き開催するとい

うことで、これにつきましては、基本構想のまとめの中でも、博物館の美術館機能をここ

に残すという検討を行う。あるいは、県議会の附帯意見におきましても、鳥取藩ゆかりの

絵師の関係等ございました。これにつきましては、第１回アドバイザリー委員会でも御説

明させていただきましたけれども、別途、博物館協議会で議論を進めているところでござ

いますけれども、今回の美術館計画の中でも、こうした県東部での美術展のしっかりした
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開催をしていくというようなことを初めとして、さまざまなほかの事業についても展開し

ていく、そういうことをしっかりと対応していきたいと考えているところでございます。 

 それから、教育普及「ふれてまなぶ・であってまなぶ」では、事業展開として、１つ目

の、幅広い来館者を対象にワークショップ等のプログラムを展開、取組みの充実を図って

いく。一番最後に、高齢者や障害のある方、福祉施設等の多様な鑑賞プログラムの展開を

していく。それから、１５ページで、美術ラーニングセンター機能、あるいは、県内の小

学３年生、４年生全てが一度は美術館を訪れていただくような招待事業、こういうものも

盛り込んで、事業展開していきたいと考えているところでございます。 

 １６ページの「つなぐ（地域・学校・県民との連携・協力）」の矢印の３つ目、これは、

本日御欠席ですけれども五島委員からも、美術とパフォーミングアーツの領域をつなぐよ

うな展開を考えてみてはどうかというような意見がございました。そういう分野のイベン

ト、ワークショップ、そうした発表の場としてのイベントや展示の展開を図っていきたい

ということ。それから、２つ下で、地域団体等との連携・支援を得て、美術館の活動の支

援、これをしていただくボランティアの組織づくりも取り組んでいきたいというようなこ

とで、これにつきましては、その下のソーシャル・インクルージョンということがござい

ます。稲庭委員からも、美術館を拠点とした、そうした推進が必要ではないかという御意

見もいただいておりました。美術館が美術に関して様々な機会を提供していくということ

に加えて、こうした団体、ボランティア、ＮＰＯと連携しながら活動をすることで、自然

にそうした活動ができていく、そうした拠点になっていけばいいのかなと考えているとこ

ろでございます。 

１７ページの「（２）美術ラーニングセンター（仮称）」につきましては、先ほど簡

単に御説明させていただきました。１８ページにつきましても、「（３）鳥取県ミュージ

アム・ネットワークによる連携」ということで、前回の委員会でも説明させていただいた

ところでございます。２０ページ「（４）付帯的な機能」で、今までのコアな機能の取組

に加えて幅広い楽しみを享受できる場所を見出していきたいということで、ゆったりとし

た気持ちでくつろぐことのできるレストラン・カフェ。２つ目の、美術を思い出に変えて

持ち帰ることができるミュージアムショップ。３つ目として、会議や結婚式、パーティー

といったさまざまなイベントで、美術館の持つ特別感であるとか鳥取らしい情緒、こうい

うものを味わっていただくユニークベニューの機能、こういう附帯的な機能が持たせられ

たらと考えているところでございます。それから、その下「（５）開館日時・利用料金」、

多くの方々に、自分の好きな居場所として気軽に訪れ時間を過ごしていただけるような、

それぞれの特別な日、こういうことを設けてもいいのではないかと考えていますし、２１

ページ、開館時間につきましても、柔軟で弾力的な開館時間を検討したいと思います。倉

吉パークスクエアほかの施設との一体的な利用というようなことも考慮しながら検討を進

めていきたいと考えているところでございます。 

 ２２ページをはぐっていただきますと、「第４章 施設整備計画」ということで、さっ

きの概要の一番右のほうの列に行きますけれども、ここの「施設整備の方針」につきまし

ては、前回の委員会で御説明させていただいたところでございます。 

 ２３ページのほうに、それに基づきまして「（１）諸室の整備概要」ということで、美

術館の機能を実現するための諸室、これを想定して各諸室の想定床面積等をこの表でお示
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ししているところでございます。この算出に当たりましては、いわゆる美術館の機能とし

て必要な諸室としてどういうものがあるのかというようなこと。あるいは年間の運営プロ

グラム、あるいは美術館として行う業務、この中でも、例えば外に出してやっていただく

業務とか、中でやらなければいけない業務、そうした整理を行う。あるいは、それぞれの

諸室をつくっていくことを想定した場合に、整備仕様が共用できるのではないかというよ

うなことの検討。あるいは、未来中心、倉吉市図書館等々の隣接施設との連携によって共

用できるものがないかというようなことを検討して、今回ここに掲げている諸室想定の床

面積ということをはじいており、合計で９，９１０平米ということで、今想定していると

こでございます。特に今回の美術館整備検討の発端となっております収蔵庫の狭隘化の問

題、これにつきましてはしっかり対応していきたいと考えておりまして、今回は、現在の

収蔵品の数量とかサイズ、厚さ、こういうもので収蔵庫の棚を想定させていただきながら、

前室であるとか作業スペースも踏まえ、さらには今後１０年間、収蔵品が増えたとしても

難なく対応できるような対応いうことも配慮して検討を進めてきたところでございます。

ほかの施設につきましても、今後、検討の中で多少の面積的な出入りいうものは当然ある

ものだと思っております。それにつきましては、今後、建築設計等を進める中で、引き続

き検討していきたいと考えているところでございます。 

 ２４ページでございます。諸室の「（２）配置・動線等」ということで、これも今後検

討ということで、あくまで検討過程での一プランでございますけれども、利用者にとって

わかりやすく、あるいは、前回の委員会でもございましたが利用者に開かれた部分と守る

部分が両立できるような形というようなことに配慮しながらということも必要でしょうし、

例えば、建物内での回遊性とか、南側にあります大御堂廃寺跡の眺望というようなこと。

それから、先ほど申し上げた隣接施設との一体的な利用などの動線に配慮しながら検討を

進めていきたいということ。特に、ゆっくりと時間を過ごしていただけるような、休憩で

きるような場所を適所に設けていくということも考えていきたいと思います。 

 それから、２６ページ「（２）敷地利用計画等」ということで、まだまだこれもモデル

案ということで、今後の検討のたたき台ということでございますけれども、倉吉未来中心

とか倉吉市立図書館との相互利用、あるいは全体で一体となったイベント開催、こういう

もので全体のにぎわいが創出されるようなことに配慮していきたいと考えているところで

ございます。 

 ２８ページ「整備費用の想定」をお願いします。こうした新美術館を整備するに当たっ

ての整備費用についての試算ということでございますが、基本構想の中で試算ということ

を一旦していたところでございます。６０億から１００億というような建築工事費を示し

ておりましたけれども、今回改めて平成３０年度価格への補正等を行いまして、それから

先ほどの面積に単価を掛けまして、建築工事費として約７７億円、当初の基本構想の真ん

中よりちょっと下のほうになるのでしょうか、そうした試算をしているところでございま

す。それから、その他の経費といたしまして、設計委託あるいは外構の経費、そういうも

のも、大体ではございますけれども、約２０億円ということで考えているところでござい

ます。こうした美術館の整備に当たりましては、現在、前回紹介させていただきましたＰ

ＦＩ手法の導入可能性調査、こうした検討を進めておりますので、この中で具体的な整備

手法等について、今後さらに検討を進めていきたいと考えているところでございます。し
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かしながら、この委員会の中でも、美術館ということのデザイン性の追求という御意見は

多々いただいておりますので、そういう中にあっても、効率化の追求とあわせて建物のデ

ザイン性に配慮しながら、検討を進めていきたいと考えているところございます。 

 ２９ページ、最後の第５章「基本計画の実現に向けて」でございます。「（１）組織体

制」、職員等スタッフということで、これにつきましては、県立博物館がこれまで蓄積し

てきたノウハウを着実に引き継ぐような形で、ラーニングセンター機能、あるいはアウト

リーチ活動等の強化、これを達成するために必要な学芸員等を配置していきたいと考えて

いますし、その活動が、学芸員等が専門性を発揮しつつ、美術館全体で横断的に全ての職

員が連携しながら魅力ある事業ができるような体制をとっていきたいと考えていります。

さらに、県民、利用者の立場から、美術館の活動でありますとか運営内容、こういうもの

に助言、評価をいただく美術館運営協議会、仮称でございますけれども、設置していきた

いと考えております。それから３つ目として、さまざまな関係団体、有識者、利用者の

方々の御意見、こういうものを参考にしながら検討を進め、取り組みを展開していくため

に、開館前から、幅広いそうしたネットワークというものを組織化していきたいと考えて

いるところでございます。 

 ３０ページ、そうした新美術館での「①利用見込みの試算」というところでございます

けれども、基本的にこれまでの県立博物館での実績をベースといたしまして年間１０万人

程度の利用を想定しながら、②に書いております「利用者数の増加に向けた取組み」を進

めていきたいと考えているところでございます。その取組みの内容につきましては、例え

ば美術館自体でいえば、先ほど申し上げました幅広い層が興味を持っていただく分野、ポ

ップカルチャーなどの企画展の開催でありますとか、親子券、割引券を学校を通じて配布

というようなことで学校行事以外でも子供たちが来館しやすいような取り組み。あるいは、

団体利用時におけるバス送迎等、これは東京都美術館さんとか金沢２１世紀美術館さんも

やっておられると思いますけれども取り組んでいきたい。あるいは、県内企業による美術

館利用時の特典付与でありますとか、あるいは企画展の際にレストラン・カフェ等と連携

した関連メニューの提供、こういうことで魅力づけを行っていきたいと考えておりますし、

３１ページ、倉吉パークスクエア全体、あるいは、非常に多くの利用者の方々が来ておら

れます。そうした方々への積極的な情報発信。未来中心、図書館等と連携したイベントの

共同開催、それから、そうしたイベントの開催時間を踏まえた弾力的な開館時間の設定で

すとか、それから白壁土蔵群にも年間多くの方々が来ております。そういう周辺施設との

徒歩による散策・回遊ルートの設定、こういうことにも取り組んでいきたいと思いますし、

それから他施設との連携ということでありますと、移動美術館とかアウトリーチ事業、こ

ういうものも積極的に美術館情報を発信していく、そういう中で美術ファンをどんどん獲

得していくというような取り組みをやっていきたいと考えているところでございます。 

 ３２ページは、先ほど言いました美術館の目標、具体的な目標、中長期的な目標と継続

的な実績評価、こういうものもやっていきたいというようなこと。 

 それから最後に、３２ページ下「今後のスケジュール等」というところで、今後、これ

までも御案内のとおり、美術館整備につきましては、整備の手法等を決定した上で設計・

建設に着手していくというようなことで、これまでの検討においても非常にオープンな形

で県民の皆様方の意見を反映させながら進めてきたところです。今後も引き続き、そうし
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たオープンな美術館づくりは継承していきたいということで、今後、美術館の整備の時期

ごとに区分して取組みを掲げさせていただいたのが３３ページでございます。例えば設計

の段階等で、これまで美術に関心がなかった方々を含めて、一人でも多くの県民の方々が

関心を持っていただけるように、いわゆる県民自らが参加していただくワークショップ等

を初めとした積極的な広報活動に取り組んでいきたいと考えていますし、それからミュー

ジアム・ネットワークの美術館連携、あるいは美術ラーニングセンターの調査研究、こう

したものについては、美術館ができる前、今の段階から取り組んでいけるものでございま

すので、そうしたものを今から取り組んで先行して皆さんに波及させていく。こうした取

り組みをしていきたい。さらに、そうした取り組みを積極的に情報発信して、多くの美術

ファンを獲得していきたいと考えているところでございます。 

それから、建物の建設期間、現地ツアーとかユニバーサルデザイン等の確認を行って

いきたいと思いますし、さらにはボランティア等、美術館を支える方々との環境づくり、

体制づくりというようなことも進めていきたいと考えております。 

 ３４ページ、建物が完成してから開館まで、１年半でしょうか。開館準備、建物の乾か

しの期間があるわけでございまして、その間、新しい美術館の建物でありますとか事業展

開の詳細をさまざまな形で県民に周知していきたいということで、カウントダウンイベン

トを企画・実施しながらというようなことで集中的な活動を一層強化していきたいと考え

ています。それから、そうした活動につきましては、ボランティア等、美術館の活動を支

えていただける方々と一緒になって開館を迎える準備を行っていきたいというふうに考え

ております。 

 それから、開館後、開館直後をイメージしていますけれども、美術ファンではなくても

恐らく多くの県民の方が来ていただけると考えております。そういう方々を新たな美術フ

ァンとして、あるいはリピーターになってもらう、取り込んでしまおうと、この時期しか

ないというように考えておりますので、開館直後につきましては、そうした来館者の利用

者の意見に積極的に応えていくことで、利用者、県民の満足度向上につながるような取り

組みを集中的に行っていきたいと考えているところでございます。 

 ３５ページは、先ほど来申し上げましたスケジュール等、これを一覧にしたところでご

ざいます。冒頭申し上げましたように、まだまだＰＦＩの調査の関係で抜けがあるという

ようなところで、中間まとめというような取り扱いにさせていただいております。 

 早口で申しわけございませんでしたけれども、いろいろこの内容につきまして御意見、

アドバイスをいただけたらと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○林田座長 ありがとうございます。 

 今の最後のところの中間まとめということですけれども、基本計画は教育委員会側と皆

さんがおつくりになるので、それの中間まとめの素案に対して、委員会として意見を申し

上げて、それを踏まえて、当局として最終的なまとめをされて進められると、そういう理

解でいいわけですね。 

○田中理事監兼博物館長 はい。 

○林田座長 わかりました。 

 では、これまで議論はいただいておりましたので、かなり幅広く取り入れていただきな

がら御準備はいただいていると思いますけれども、新しく施設設備の関係だとか、予算の
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関係だとか等も含めて、まとめて今回お示しいただいたようなこともあると思いますので、

それらも含めて、最後の機会になるだろうと思いますので、ぜひ皆様方の積極的な御意見

をいただいて、まとめに役立てていただければと思います。よろしくお願いします。 

 事柄として、区分けして、どこから御意見をいただくというようなことは今のところ特

に考えておりませんので、何なりとお気づきの点につきましての御意見をいただければと

思います。どうでしょうか、皆さん。口火を切っていただく方はいらっしゃいませんでし

ょうか。どうぞ、はい。 

○高増委員 幾つか質問があるんですけれども、まず、基本計画の２６ページに、配置図

みたいなもので概略の位置が示されているんですけれども、駐車場がこの細長いところで、

美術館があって、そこから大御堂廃寺への眺望みたいな形で描かれているのですが、その

大御堂廃寺は今後何か整備されて公園のようになるのでしたでしょうか。 

それから、基本計画２３ページに全体の平米数が表になっているのですけれども、全

体が９，９００平米ということで、何か大きさのイメージをしたいので、ここの例えば県

立博物館が何平米ぐらいでとか、もしくは同じ程度の平米数の美術館は、ここがあります

よということがあれば教えてほしいです。 

あともう一つ、ＰＦＩのことがずっと議論されていると思うのですけれども、資料３

の今後の進め方のところに導入可能性調査のまとめというのがあって、このアドバイザリ

ー委員会ではそのまとめは提示いただけないのかなというのは、ちょっと気になるところ

です。以上。 

○田中理事監兼博物館長 高増委員から３点御質問いただきました。 

 まず、大御堂廃寺の整備の関係ですけれども、実はこれ、倉吉市さんが管理をしておら

れる大御堂廃寺跡という国の史跡に指定されているところですけれども、実は倉吉市さん

が来年度から保存活用計画をまとめるということで、今、文化庁と協議を始められていま

すので、倉吉市さんも美術館整備とできるだけ一体的に、関連性を持たせて整備の計画を

まとめていきたいというふうな考え方もお持ちですので、我々としてもそこのすり合わせ

をしっかりしながら進めていけたらなと思っています。ただ、一方、国の史跡ですので、

そうむやみに何でもかんでも建てたりできるわけではありませんので、そういう史跡とし

て許される中での整備の部分と美術館の整備との有機的なすり合わせということができた

らなと思っております。 

 ２点目、面積ですけれども、ちょうど当館の面積がほぼ同じです、ちょっと１万平米切

るぐらいですので。当館は、皆さんが出入りされる企画展示室は２階部分で、１階部分に

大きく３つの常設展示のフロアがありますので、まさにこの面積のものができるというイ

メージを持っていただけたらいいのかなというふうに思います。 

 最後３点目、ＰＦＩ関係のことですけれども、実はどういう整備手法をとるかというの

を決めるのは、後ほど説明しようと思っていました資料３の下から６行目ぐらいにありま

す「県有施設・資産有効活用戦略会議」という、実は我々が所管をしていないところが最

終的に、総合的な財政状況とかも踏まえながら整備手法を決めていくという形になってお

りまして、我々のほうでは、あくまでも基本的には直営で整備するとすればこういうこと

ですよといったようなこと。それからあとは、ＰＦＩの導入可能性調査というのは、もし

ＰＦＩでやろうとする場合、民間からの参入の可能性があるかどうかというようなところ
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を中心にコンサルに調査を委託しているということがありますので、その結果をまとめて、

最終的に３０年４月以降のその戦略会議でそれらを踏まえて手法を決定していくことにな

ると思いますので、今この基本計画の中では、こういう美術館をつくろうという部分を決

めるというのが基本的な部分だろうと思っております。 

○吉村委員 今の話の流れでいうと、最終的にＰＦＩを評価されるところが別の部署だと

すれば、やっぱり数字優先になる可能性がすごく高いと思うんですね。なので、ただのコ

スト削減というか、効率化みたいな話はＰＦＩを入れたほうは絶対落ちるに決まっている

ので、それ以外の評価軸がないと比較にならないと思うんですよ。なので、高増委員も同

じ考えだと思うんですが、この資料のまとめ方がどうなるのかというのがとても気になる

ということですよね。 

○高増委員 はい。 

○吉村委員 僕もそれは同感ですが。 

○高増委員 ＰＦＩのことについては、やっぱり一応この中にも絡むことだと思うので、

意見としては何らかの形で伝えてもらえるとありがたいなというふうに思います。 

○田中理事監兼博物館長 はい。 

○高増委員 戻って面積のことですが、こちらの県立博物館のほうの企画展示室と常設展

示室の面積も、もしわかれば参考にしたいのですが。 

○尾﨑副館長兼美術振興課長 企画展示室が５００、５００、３５０ですので、１３００

ぐらい。 

○高増委員 なるほど。では、展示室としては少し狭くなる感じですかね。 

○田中理事監兼博物館長 狭くなるとおっしゃいますけれども、今は総合博物館で、人文

も自然もオール込みのところですので、美術だけに特化して、ほぼ同規模の面積だという

ふうに御理解いただいたほうがいいかなというふうに思います。 

○高増委員 わかりました。 

○尾﨑副館長兼美術振興課長 美術館でしたら、島根県美が美術館だけです。あれが１万

２０００ですから、あれより一回り小さいぐらいですね。同じ単独美術館の面積とします

と。 

○高増委員 わかりました。 

ちょっとＰＦＩについての意見に続けて言ってもいいですか。 

以前も話が出ていたかと思うんですけれども、特に設計の部分に関してはＰＦＩを導

入するというのにすごく懸念があって、やはり予算優先で決められてしまうと、安かろう

悪かろうではないですけれども、設計というのは、お金で決めるというよりもやっぱり内

容で決めてほしいということがあるので、内容もしくはその取り組む人物というか、会社

というか、そういう人の実績を見るという形の、例えばコンペとかプロポーザルのような

形で選んでもらったほうがいいのではないかなというふうに思っています。あと、基本設

計と実施設計というのを、最近の公共事業は担当者を分けるというやり方がよくされてい

るのですけれども、やっぱり一貫して同じ人が最後まで設計については見るという形にし

たほうが、よりその人の能力も発揮されるし、責任の所在がはっきりするというわけでは

ないですけれども、１社で最初の基本から実施設計、最後まで見てもらうという形にして

もらえたらいいなというふうに思っています。意見です。 
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○林田座長 今のことについては何か。 

○田中理事監兼博物館長 ＰＦＩについては、その辺のことも含めて今、民間企業への参

入意向調査みたいなこともやったりはしております。そういう御懸念もありましたので少

し丸い言葉ではありますが、２２ページの「施設整備の基本的な方針」の「⑤デザイン性

に優れた施設」ということで、それを実現するためにやはりそれなりの配慮が要るという

ことがわかるように、それから２８ページの「整備費用の想定」の一番下のところにも

「建物のデザイン性にも配慮しながら整備を進めて」いくべきであるといったようなこと

もあえて入れさせていただきました。その辺のところを、当然その「県有施設・資産有効

活用戦略会議」というのは担当事務局のほうが主体で持つ会議でありますが、我々のほう

もこの計画の中のこととか委員の意見を踏まえて、こうあるべきではないかというそうい

う意見を当然言わせてもらいながらやっていくところでありますので、そういうことはし

っかり踏まえて向かっていきたいと思っております。 

○高増委員 お願いします。 

○林田座長 吉村さん、いいですか 

○吉村委員 今回はせっかくなのでキュレーターの方の話をたくさんお聞きしたほうがい

いかなと思っているんですが、ＰＦＩについて少しだけ。どう考えてもＰＦＩを入れると

月並みなものしかできないというのが、我々建築専門、設計専門の者の意見です。これは、

はっきりと言えます。なので、僕の立場としてはやはりそれをアドバイザリー委員会では

言うしかないのですが、鳥取県にとって大切な美術館をつくるんだという強い気持ちを持

ってやっていただきたくて、その実現には単に効率化や費用削減を追うのではなく総合的

な判断が必要だと思っています。それは常に思っていることです。なので、前回はＰＦＩ

の関わり方にいくつかの段階がある話もありましたが、ＰＦＩの導入度合いについてはな

るべく慎重に考える必要があると思っています。 

○林田座長 ここは私も同感するところが多いです。最近では、世界もそうだし日本にお

いてもそうですが、美術館の占めるその地域の意味合いというのが非常に重要になってき

ているし、この文章の中でもやっぱり地域振興のために役に立つということもあるわけで

すけれども、そういうことは、相当に美術館のデザインとか、その周辺も含めた全体の美

術館らしさというか、気持ちのよさというものをとても大事にしているという流れにある

わけです。それから少し外れると、相当にイメージがダウンするだろうと思うんですね。

そこを県政全体の中でその意味合いを考えていただいて、この意味合いを県の中枢の皆さ

ん方に、そういう位置づけになるんだということをぜひわかっていただけるような御努力

を皆さんで続けていただくようにお願いしたいと思います。この中でも、可能な範囲では

そういうことをお書きいただきたいと思います。 

 あわせて申しますと、やっぱり美術館、今さっき御説明いただいた周辺とのいろんな総

合的な連携だとか、そういうことも含めた地域のデザインみたいなもの、運動みたいなも

のがよほど連携して動いていくような形にならないといけないのですが、これは教育委員

会、博物館関係者だけではとてもできないことなので、そういうことがぜひ、今の戦略会

議の中で、まさに戦略的に御議論をいただけるような場になってほしいなということを、

ぜひ我々の思いを御理解いただいて進めていただければと思います。ちょっと余計なこと

ですが、よろしくお願いします。 
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○田中理事監兼博物館長 ありがとうございます。まさに委員の皆さんにお願いしている

のはそういう趣旨のことでありますので。ＰＦＩのことだけというわけではなくて、美術

館のあり方という部分で、地域とのかかわりであるとか、あるいは持っているコレクショ

ンをいかに大事にしながら、でも、さらに広がりをという部分も非常に大事なことだろう

というふうに思っていますので、そこを踏まえて、しっかり整理してまいりたいというふ

うに思います。 

○林田座長 すみません、私が先にいろいろ申して。先生方、ほかの点も含めまして御意

見をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 かなり網羅的にいろいろお書きいただいたので、本当によく整理していただいていると

は思うのですけれども。あと、皆さん方に個別に聞いていただいたりしているケースもあ

るようですから、かなり先生方のお考えは反映されているのだろうとは思うのですけれど

も、いかがでしょうか。 

○吉村委員 はい、それでは、つなぎで少しだけ簡単な話です。 

資料では設計期間が１．５年となっていますが、これは正直、ちょっと短いかなという印

象があります。また次の段階で検討をいただければいいかとは思いますが、金沢の場合は、

規模も違いますが、基本設計１年、実施設計２年弱を使っているんですね。その中で設計

のみならず運営に関することも含めいろんな検討をやっていますが、基本設計・実施設計

含めて１．５年では短い気がします。実際金沢２１世紀美術館でも基本設計が終わった後

に、地域の有識者や団体の意見もいろいろ聞きながら調整することで、かなり設計のやり

直しがありました。そういう意味でも、設計期間はしっかりと確保したいというのがある

かなと思います。 

○林田座長 ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○稲庭委員 今、『未来を「つくる」美術館』ということで、『人を「つくる」』『まち

を「つくる」』『県民が「つくる」』と３つに特徴があらわされているんですが、『県民

が「つくる」』という部分があまりこの中で、具体的に活動として見えてこないようなと

ころがあるなという感じを受けました。というのは、全体的な教育普及的な活動、美術館

と社会との間の関係性が、やはり８０年代、９０年代につくっていった教育普及活動があ

る美術館の基本的な形をそのまま踏襲されている印象が強いなと思いまして、基本的に何

かこうベーシックなアイデアが、基本的なその美術館のスタンスが、美術館が市民に何か

支援をするというようなアイデアのもとに市民との関係性がつくられていて、市民のほう

から市民のほうの知恵が美術館のほうにも循環してきてつくっていくというような流れが

見えないですね。美術館側があくまでも文化を広げていくんだというようなスタンスで全

体に書かれているのが少し気になりました。そこをどうブレークスルーするのかが、本当

に２１世紀の美術館としてできるかどうかのポイントだと思いますので、そこをもう少し、

言葉ですとか考え方が見えるようにしていく必要があるのではないかなと思いました。 

 今、市民との関係性づくりのところと美術ラーニングセンターというのは別の領域とし

て書かれていると思うんですね。３５ページの表を見ると、美術館機能の展開などという

ところの一番下に美術ラーニングセンターがあって、そこで一回、線が引かれて、その下

に美術館を支える方とのネットワークというのがあるんですけれども、美術ラーニングセ
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ンターがこの美術館を支える方とのネットワークというところを大きくつないでいくよう

な機能を持たなければ、ここが分かれていると、多分ラーニングセンターは小さな学校連

携窓口にしかならないと思うんですね。ですので、何かここをもうちょっとダイナミック

に構造を考えていかないと、２０世紀型の美術館になってしまうかなという感じがしまし

た。 

○田中理事監兼博物館長 ありがとうございます。まさにその辺がどう表現していくかな

というところで結構悩んだりしたところでして、例えば、お配りしている「ワークショッ

プつくり隊！」の募集チラシですが、やはり最近ワークショップをやっていると、美術館

に用意してもらったワークショップに出るだけではなくて自分たちでワークショップをつ

くって人を集めたいという、そういう人たちがこういう鳥取にも出てくるようになりまし

た。では、そういう人たちに声かけて自らやってもらおうか、と。多少場所の提供とか、

少し何かノウハウをというんだったら、それは当館の学芸員たちが最初は支えながらとい

うところだろうと思いますし、そういう形で市民活動が美術館の場なり美術というものを

通じて広がっていけばなというこういうアプローチを考えていますので、どこにどう言葉

を入れるかちょっと検討してみますけれども、そういったようなこと委員の言われること

も非常によくわかるつもりであります。 

 それと、もう少し言葉を足せばよかったのかもしれませんけれども、３０ページの一番

上のところをご覧いただきたいと思いますが、「こうした中、県中部では、官民４９団体

で組織される応援団的な組織が発足する」というふうにありまして、実際これは、この１

２月に県中部の倉吉市を中心とした自治体であるとか、いろんな民間企業であるとか、い

ろんな文化活動の団体がこういう組織をつくっていただきました、県立美術館を中核とし

たそういう集まりであったりという形で。そこの中で、いろんな活動をする部会を自ら考

えてつくろうといったようなことを今、検討しておられますので、何かそういうところで、

自分たちがある意味したいことを、美術館というものもうまく使いながらやっていこうみ

たいなことを考えたいというふうにおっしゃっておられますので、何かそことうまくつな

げて表現ができればなというふうなことも、ちょっと今お聞きしながら思いますので、そ

の辺のところを少し言葉を加えてみるといったようなことも考えていきたいと思います。 

 それから最後のご指摘の点、正直、美術ラーニングセンターの立ち上がりはどうしても

美術ラーニングセンターの学校教育への支援ということを、まずは立ち上がりは始めてみ

てそこからさらに大きく羽を広げるようなことをしていきたいというようなことを、少し

ラーニングセンターの記述のところに書いているつもりなんですけれども、その辺ももう

少し広がりを持たせていく方向で考えてみたいというふうに思います。 

○加藤委員 ちょっと関連で一言。鳥取県美術家協会の団体も２２年になるわけですが、

その規約の一部に、やっぱり社会にどうかかわり合いを持つかということを１項入れてい

るわけです。それから考えると、こういう美術館ができれば、僕らが何かで役に立つよう

なことを、そういう場をつくりたいなと自身は思っているんですけどね。鳥取県の文化団

体連合会の中にも展示部門が６部門ありますので、ほかの部門の方とも恐らく同じ意見が

出ると思います。ですから、既存のある団体がどう関わり合いを持って美術館を支えるか

という方向が一面出てくるのではないかなと思うんですが、そういう活動を僕らもぜひや

りたいと思っておりますので、今この条文の中にそれの文章を入れるかどうかということ
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は別個にして、だいたいそういう気持ちで団体の中にはおります。 

○林田座長 ありがとうございます。 

 稲庭さん、さっきおっしゃったことは、必ずしも我々がよく理解できていないかもしれ

ないので、今おっしゃった、美術館が教育するということではなくて、具体的には、どう

いうことを書くかの前に、どんな機能を考えていらっしゃるのか、もう少し言っていただ

けますか。 

○稲庭委員 そうですね、何かやっぱり美術館側が持っている既存の価値みたいなものを

届けるというアイデアではなく、アートはいろんな多様な視点を生み出すメディアだと思

うので、そのアートがあることでいろんな議論が生まれたり、多様な価値観が、対話が生

まれたりするような場を、社会をシェア、何か協働的に考えていくような場をつくる機能

がアート自体にすごくあると思うんですね。なので、何か決まった、美術っていいもので

すよというふうに伝えていくというよりも、少し多様な考えがある程度ぶつかり合う、も

しかしたら美術館側の考え方とか届けたいことと、市民のいろいろな意見というのが違う

ようなことが出てきたとしても、そこで議論が起こって、では、アートがあることで私た

ちの社会が良くなっていくような議論につながっていくような場が生まれたり、何かそう

いう想定、いわば美術館側が全部プランニングして想定したとおりに何かがものが生まれ

ていくのではなくて、アートを持っている美術館という場所があるから、美術館も予想し

なかったような市民との展開が生まれていくような、そういう回路になるような場をつく

っていくというのがすごく必要なのではないかなと思っています。 

○林田座長 わかりました。そうすると、ラーニングセンターだけの話ではなくて、もっ

と基本的なあり方の問題も絡んでいるということになりますかね。 

○稲庭委員 そうです、全体的な。やっぱりラーニングセンターというのがあることで、

それとは逆の方向が強化されるのではないかという懸念もあると思うんですね。学校教育

というのは、基本的には学習指導要領に基づいて、こういうことを子供たちに伝えるとい

うことが、決まっているものを伝えるというような機能がやっぱり強いですし、いわゆる

近代学校の教える人がいて学ぶ人がいるというスタイルを非常に強く持っていますので、

それを中心的に据えて社会とのつながりをつくっていくということを考えたときに、とて

も学校教育のスタイルのマインドというか基本設定が流れ込んでくるのではないかという

懸念があると思います。 

○林田座長 いかがですか。今のような議論は余り十分ここではしてこなかったように思

うので、多分ここには十分反映されていないのかもしれませんが、気持ちとしては地域と

つなぐというか、県民とともにつくるというか、何かそういうこともあってのご意見であ

ろうと思いますけれども。 

○田中理事監兼博物館長 そうですね。例えば意見とか考えの対立があっても、またそこ

で美術館が想定していなかった新たな何かが生まれるといったような部分も、鳥取という

地で、どこまでそれに対してつくり出そうという市民がいたりそういうニーズがあったり

というのは、なかなかちょっとぴんとこないところでは正直あるかなというのがまず第一

感あります。 

 それと、先ほどの美術ラーニングセンター、学校教育に、教える側と学ぶ側というふう

な形で言われましたけれども、今の学習指導要領の改訂の方向性等、何を学ぶかというこ
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とだけではなくて、どう学ぶかということが大事だという観点がありますので、そのどう

学ぶかというところが、美術というものを使ってさまざまなアクティブ・ラーニングとか

をしながらという、一方的に教え込むということではなくて、受け取るというか学ぶ側も

能動的に動いて考えて学ぶといったような、そういう役割というのがやっぱり美術は非常

に大きいのではないかと思っていますので、そういうところを非常に多く期待されている

部分もありまして、教育委員会の中での議論もまさにそこがありましたので、それはそれ

で一つ、しっかりそろえてやっていくべきではないかなと思って、こういうふうな形のこ

とを入れております。 

○林田座長 稲庭さん、どうですか。多分もう一言おありになるのでは。 

○稲庭委員 いや、そうですね、アクティブ・ラーニングの方向には、全体すごく学校教

育も動いていっているとはもちろん思いますが、どうしても、それでも学び手、やっぱり

美術館と市民との間の関係性がフラットではないという印象が生まれるとは思います。学

び手は市民であって、ともに何かアートを介して社会をつくっていく場の拠点という感じ

はあまり生まれないのではないかなと思います。 

○林田座長 何か実際、今の鳥取に合うか合わないか、私もよくわかりませんが、でも、

要するに新しい美術館のあり方としてそういうことが大事になってきているということで、

御専門でやっていらっしゃる方がおっしゃっていて、それは確かに時代が変わってきてい

るのだろうなという気は私もします。何かそういうところを、こういうことに配慮した方

向性を考えるべきだということは何らかの形で入れていただくといいのではないかと思い

ます。今おっしゃったことを文章でどこにどう入れるかは、入れようはあると思いますか

ら、おっしゃったようなことをもう少し何らかの、わかりやすくといいますか、形で、総

論的な、１５ページのつなぐのところになるのか、どこになるのかわかりませんが、そう

いうところと、それからラーニングセンターのあり方について、おっしゃったようなこと

についても配慮して考えてほしいということは、委員会としてほかの皆さん方が特に異論

がなければといいますか、賛成、賛同いただけるのでしたら、そういう方向で考えていた

だくということをお願いしたらどうかと思います。 

 塚田さんはこれはどうですか。 

○塚田委員 おもしろいなと思って、今、お話を伺っておりました。私は、きょういただ

いたこの資料を見て、まだ分裂は確かにあるのですけれども、もうつながるところは見え

ているぞというふうに実は思いました。 

それは、私の見方でですけれども、この資料２基本計画１２ページのところで、美術

館の中心機能が５つ載っているわけです。その中で、「あつめる・まもる」という収蔵す

るところは美術館の本当の一番根幹にかかわる大事な活動だと思うんですが、そこにコレ

クションポリシーの見直しを図るということですとか、県民が所蔵するすぐれた美術作品

の寄贈・寄託を積極的に受け入れるという、非常にこれは大事なことが書かれてあるなと

思ったんですね。私自身が思ったことは、要するに県民が、市民一人一人が、もし自分が

持っている美術品を本当に寄贈とか寄託とかした場合に、誰が研究するのがいいのかとい

うことですね。 

その次の「しらべる・ふかめる」ところを見ますと、どうも研究するのは学芸員だと

いうことになっていると、その研究成果をお伝えするのであると、それを県民に提供する
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んだという話になっているのですが、もしここに、持っている人自身が、自分とか自分の

親戚とか友達も巻き込んで研究する側に入れますみたいな発想が少しでも持てるのであれ

ば、それがラーニングセンターの、このラーニングセンターはどうしても子供中心に見え

ちゃうんですが、大人が自分の持っている持ち物をおもしろがって歴史研究するみたいな

機能がここにはまってくるというふうに私は思っています。これに関しては、先行事例が

もうあります。平塚市美術館が１０年ぐらい前に地域の方を巻き込んでやっていますし、

アーツ前橋というところも、地域でずっとやられてきた文化的な活動をどんな小さなもの

でいいから年表にまとめるみたいな活動を、市民が中心に、その調べ方まさに学び方自体

は最初にレクチャーを受けるけれども、その手法を自分のものにした後は、自分たちで調

べて年表をつくるという活動をしているわけですから、十分に可能なことだと思うんです

ね。そうすると、もしその「あつめる・まもる」というところが、そういうふうに新しく

県民から作品をもらいます預かりますということが本当に実現するのであれば、そこのと

ころで、ラーニングセンターでできる新しい活動はすぐに入れられると私は思いました。 

 そのことは、もう実は、『県民が「つくる」』のところにも書かれているなと思ったん

ですね。基本計画第２章に戻ります。『人を「つくる」』『まちを「つくる」』『県民が

「つくる」』というふうに３つあるわけですが、１０ページ、『県民が「つくる」』の３

番目に、「展示・収蔵品とともに成長していく美術館」とあるわけですね。そこのに「②

収蔵品とともに研究を深める美術館」とあって、その研究を深めるのは誰なのかというと

ころで、学芸員と県民がともにということがここで含有されるならば、もうコンセプトと

して矛盾はないというふうに私は読みました。以上です。 

○林田座長 ありがとうございます。確かに今、『県民が「つくる」』の中にはいろんな

今おっしゃったようなことも既に理念としては入っているというのは、今、具体的にこう

いうこともイメージできるということで、既に例もあるというふうなことのようですが、

ほかの皆さんはいかがですか。今の御指摘のようなことで、コメントをいただいたことに

御異論はないかどうかですが。 

○加藤委員 ちょっと現実味の話をいたしますと、例えば、たまたま今、米子市美術館で

７０年を振り返る展覧会を地元の作家を集めた展覧会をやっているわけですが、７０年の

うちにはもう現存、生きている人はほんのちょっとなんです。それもほとんど亡くなって

おって、その絵を管理している人は、奥さんであればいいんですが、ほとんどの人は子供

あるいは孫の世代になっているんですね。現実、その絵がどういう具合になるか非常に心

配をしておられるんですね。せっかく活動をして、かなりやっている人の絵が、実は米子

市美術館にも収蔵庫が無いということの理由で、ほとんどの近代の作家さんは入っていな

いんです。でも、その作家の作品がどうなるか、町も心配をしているし、作家の家族もみ

んな心配している。恐らくこの現実を見ると、例えば市にある美術品を集めますよという

ことになると、そういう家族はかなり出てくると思うんですね。 

 ただ、それに対しても、収蔵が必要なのかどうかはもうきちっと精査する必要があるわ

けですが、現実、美術品として残さなければいけない作品が、残す場所がないということ

で、現実そういう形なんです。ですから、先ほど、市民が持っている、家族とは限らない、

その持っている人が一緒に共有して調査をする、あるいはその記録を残すということであ

れば、恐らくその家族の関係者が非常に積極的に出てくると思うんですね。ですから、そ
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の辺も含めて、その部分はその部分で検討する必要が出てくると思うんですね。 

 どこでも、例えば、このたびの新しい美術館ができるというのも、収蔵庫がもう手狭に

なっているということも一つあると同じように、入れる場所がないために、どこにも行き

場所がない部分がありますね。それはそれで、市民あるいは県民がつくる美術館意識の中

に、その県民イコール家族というのが出てくると思います。 

○塚田委員 おっしゃるとおりだと思うんです。作品を持っていて、孫の代、ひ孫の代で、

「こんなんもう要らない」と思っている人たちはたくさんいる。それは東京でも変わらな

い、やはりそうなんです。それで、電話かかってきて「もらってもらえませんか」みたい

な話というのはやっぱりしょっちゅうあるんです。でも、そういう方々は、「持っている

のが面倒くさい」というだけ、物理的に面倒というよりは、「自分が価値があるのかどう

かも全然わからないものを持っていたくない」という気持ちが強いんだと思うんですね。

だけど、そこに「これはこういうふうな意味づけがあるらしい」「この辺に位置づくもの

らしい」ということが、自分でもそして美術館の人も来て、そういうことを知るだけでも

多分全然変わってくると思うんですよ。ひょっとしたら、では、ちゃんと持っておこうと

思うかもしれないし。 

 ですから、ただ単に「要らないものを美術館さん預かってください」ということを避け

るためにも、その作品についてちゃんと知りましょうということをそのこと自体を学習活

動に仕立てていったほうが、結果的にはきっといいことになるのではないかなと思います。

それはまさにラーニングだと私は考えています。ただし、そのための人材が必要ですね、

もちろん。なので、この後の具体的な議論は、では、どういうラーニングセンターにする

のか、どういう人材を何人置くのかという話になるので、もう私どもの出る幕ではないと

は思うんですが、ただ、可能性があるとは思っています。 

○林田座長 今のテーマについては、ほかにいかがでしょうか。 

 いろんなまとめ、どんな分野になるかわかりませんが、お二人の美術館関係者が具体的

な取り組みとしてやっておられ、意識としても、これまでよりも何か、要するに自発的な

研究と一緒になって、対等にということなんでしょうね、そこの意味が大事なんだろうと

思いましたが、そこが、そういう方向性が受けられるような活動にもう少し、何というか、

配慮された表現に、どっかで工夫していただくように考えていただけませんでしょうか。 

○田中理事監兼博物館長 はい。 

○林田座長 では、このテーマは、とりあえずそういうことでよろしいでしょうか。 

 ほかの点について何かございませんでしょうか。 

 先ほどおっしゃった中部地区の支援体制というか、組織みたいな形というのは、具体的

にはどんな形なんですか。 

 それともう一つ、やっぱり一番もう一つのコアになるのは、本当に美術館の応援団とし

て動いてくださるようなボランティア的な人たちの組織がどうなっていくかな、これから、

なるべく早くそういう人たちが活動していただけるとありがたいなという気がするんです

が、そんなような面も見えておりますでしょうか。 

○田中理事監兼博物館長 はい。先ほど申し上げました中部の会は、正式名称が「県立美

術館と共に歩む中部地区の集い協議会」といいまして、会員になっておられるところが、

市町村を超えた鳥取中部ふるさと広域連合という広域連合、それから倉吉市さんを初めと
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した各市町が入っておられます。それから、県の中部総合事務所もメンバー、それ以外に

経済界で商工会議所以下さまざまな町の商工会、文化関係では倉吉の文化団体協議会とか

各町の文化関係の団体、それから学校の関係とかのいろんなＮＰＯ法人、大学、高等教育

機関も入っていただいております。そういうとこで、幾つか部会をつくって検討しようと

いう中で、応援団をつくろうというところがありまして、そういうサポーターをつくった

りボランティアをつくったり、あるいはいろんなイベントごとの実施内容を自ら検討して

いって、美術館を使ってあるいは美術館と連携して何かやるといったようなことを考えて

いきたいといったようなことで、その部会をつくって動かれ始めつつありますので、そう

いう前向きな力をうまく中に入ってもらってやればいいと思いますし、私どもも、書いて

ありますとおり、ボランティア組織とか、例えば今この博物館にもある友の会組織、そう

いうものは当然、建物ができるずっと前からそういう組織化を図っていきたいと思ってい

ますので、そういうところとうまく連携をしてやられたなというふうに思っています。 

○吉村委員 中部に限らずのほうがいいと思いますが、数日前に田中館長が行かれた建築

士事務所協会とか、中部の方からは「美術館はどうなるんですか」とか「来て話してくだ

さい」とか、問合せは結構多いんでしょうか。 

○田中理事監兼博物館長 はい。いろんな場所で今、出ていって、検討状況とかを話をさ

せていただいています。 

 ちょっと御紹介申し上げますと、ついこの２月６日火曜日です。美術館を考える県民フ

ォーラムというのを倉吉の地で開催いたしました。原田マハさんというアート小説で非常

に人気のある作家の方においでいただいて、基調講演ということで、新たな美術館に期待

をするものということで御講演をいただきました。恐らく皆さん御存じでしょうけれども、

非常に世界を股にかけていろんなところで活動しながら、世界を題材に取り上げた小説を

書いておられますので、非常に率直で厳しくもあり、ただ、楽しい講演をしていただきま

した。そこの中でも「美術館はだれのもの？」という中で、それは最後、マハさんの締め

でも、それは「私のものである」と、「そしてあなたのものでもあるでしょう」と。「そ

れはやっぱり私たちみんなのものだ」ということで「みんなのものなら、みんなでちゃん

と美術館と一緒に歩んでいくとか支えていくということをしなきゃね」といった、そうい

うまとめ方もされまして、おいでの皆さんも非常に共感をされて、アンケートもとったん

ですけれども、非常に多くのアンケートが返ってきて随分皆さん書き込みをしておられま

した。会場も、映像を配信する第２会場も急遽設けまして、そこも立見といったような状

態で、非常に美術館に対する期待は大きいのではないかなというのを感じさせていただき

ました。 

 きょうのこのメンバーの中でも、加藤委員や吉村委員にパネリストとして御参加をいた

だきました。ちょっと何か感想でもあればいただけたらとも逆に思いますが。 

○加藤委員 雪の中を出かけたわけですが、出がけにはすごい雪が降って、きょうはもう

人が来ないだろうと思っていたら、何が、いっぱいで、会場がオープンする大分前からも

ういっぱいになっていて、第２会場のところもいっぱいになったと聞いて、えっ、そんな

に人が来たのかというような感想でした。大変楽しい、知ったメンバーもいろいろ顔も見

えたのでみんな興味があるんだなという感想です。 

○吉村委員 平日火曜日の１時半開始だったので、普通の人は来れないのではないか、そ
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れほど人は集まらないのではないかと思っていたんですが、本当に想像していないぐらい

の来場者で、まずはそこが一番驚きでした。その点はとても良かったと思います。 

 あと、パネラーが６人もいたのでなかなか議論を深めるという感じにはならなかったん

ですが、原田さんがおっしゃっていたのは、このアドバイザリー委員会の最初にもあった

んですが、総花的なものにしちゃだめだよという話とか、あとは一流のものをちゃんとし

てくださいと、それは展示作品、建物も含め、中途半端なものだと意味がないというよう

なことを最後に強くおっしゃられていて、証人ではないですが、その話を聞いた人が２５

０人ぐらいいるので、一流のものを目指していかなきゃいけない、なるべく高い目線でい

かないとだめだろうなと思っています。 

○稲庭委員 その来てくださった２５０名の方が、すごく美術館を応援してくれる方にな

ってくれる層だと思うんですよね。 

○吉村委員 そうですよね。 

○稲庭委員 美術館側が思っているよりも多かったとおっしゃっていましたが、本当にそ

ういう感じが多分、これが進んでいく中で回数を重ねていくと、意外と関心を持っている

人は多いんだなと思われることが増えていくのではないかなと思うんですね。その方たち

に応援団になっていただくというときに、応援団になっていただくってどういうことだろ

うというふうに考えると、美術館をどうやって使ったら楽しいかなということを具体的に

考えてくれる人たちになってもらうことだと思うんですね。 

 例えば、東京都美術館のほうでもつい最近フォーラムをやりました。リニューアルして、

東京都美術館は６年経ったんですけれども、その６年間の中でいろいろアート・コミュニ

ケータという人たちが活動していて、その人たちが任意団体とか、一般社団法人とか、Ｎ

ＰＯとかを幾つかもう既につくり始めていて、その団体で、例えば外から助成金を取って、

児童養護施設と美術館をつなぐようなプログラムを始めたり、それから例えばベビーカー

ツアーをやったり、いろんな美術館を利用しての社会の活動というのを始めているんです

ね。あとは、東京都美術館だけではなく、東京都美術館で試したものをほかの、例えば森

美術館で金曜日の夜に一般の人向けに一緒に対話しながら作品を見るようなプログラムを

行ったり、いろんな活動につながっていっていて、彼らの話を聞くと、やっぱり何か市民

活動、美術館を介してつくっていこうとするときに、「まず誰に連絡をしていいか、美術

館の誰に連絡するとうまく企画の話をまず聞いてもらえるかということさえわからないか

ら、すごく試行錯誤だ」ということとか、市民活動をしていくときに、「まず打ち合わせ

の場所とかにもすごく困るから、ずっとファミリーレストランみたいなところで一日話し

ました」みたいなことも話されていましたが、いろいろそういう小さな活動をやっていく

のにぶつかるいろんな困難みたいなことに、美術館側が少しサポートをしていくことで、

その人たちがどんどん自分たちで活動をつくっていってくださるというのがあると思うん

ですね。 

 今なかなかやっぱり、美術館のファシリティーを使って、いい形で使ってくれる具体的

な活動をしている市民というのはまだまだ少ないと思うんですが、それをしたいと思って

いる市民はすごくいると思うんですね。多分この間、原田マハさんに来てくださったうち

の何人かはそういうことにも関心がある層だと思うので、そういう市民活動が、ミュージ

アムをうまく、美術館をうまく使ってくれるような市民活動が育っていく、それが結局は
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応援団になっていくことだと思うので、何かその応援団のイメージというか、具体的な、

では、どういうことが応援団に育っていってくれるのかというのを具体的にしていくのが

いいのではないかなと思います。 

○吉村委員 そうですね。多分そこがあまりまだ理解されていないというか、商工会議所

の人と話す機会多いんですが、来年度、商工会議所の青年部の方が美術館のことに力を入

れてやっていきたいというふうにもおっしゃっているんですが、では、具体的に何をする

かというところがまだ全然見えてないんですよ。だから、稲庭さんがおっしゃった、美術

館をどう使うかみたいな話とか含めてですが、多分その辺の情報をもう少し具体的に示し

てあげないと、いろんなことを調べてどんどん能動的にやってくれるという感じはまだ難

しいかなと感じています。もう少し具体的な、実際企画を動かしている人の話を聞ける機

会をつくるなどすれば、徐々に広がり始めるのかなという気はします。現時点では具体的

な情報が少なくて、何をやればいいのかよくわからないという人がほとんどなのかなと思

います。 

○林田座長 いや、私、去年の秋に金沢で、工芸の振興のためのイベントをやったんです

が、本当に今おっしゃった経済関係の方々の、中堅といいますか、しばらく前は若手の人

たちが中心になって、今、工芸とかアートを一生懸命盛り上げようという雰囲気、吉村さ

んも入っていらっしゃるようですが、金沢は非常にそれがパワーになって見えてきて、行

政や美術館と一緒になって活動をなさっていることを非常によく感じました。 

○吉村委員 はい。 

○林田座長 だから、そういう人がこちらの倉吉にいらっしゃるというのはとても心強い

ので、ぜひうまく伝えていくような形になっていくと、またそれがお互いに育つような感

じになっていただけるとありがたいですね。 

○漆原美術館整備準備室長 今回この資料を出させていただきましたが、案といいながら

も配置図を出したりとか、いわゆる議論のたたき台みたいなものを今回はつくらせていた

だきました。これまで館長も、イメージしながらここまで出かかったのが、本日までは言

えなかったのですが、こういうものを素材にしながら地元の方といろいろ議論して、激論

していくようなことをこれからやっていけるかなと思います。応援団の事務局をしており

ます地元の方々も本日来られてますので、皆さんも話を聞いていただいていると思います

ので、いい応援団ができるのではないかと思っています。 

○田中理事監兼博物館長 何ならそうやって、いろいろイメージしていただくために、稲

庭さんのほうにちょっと何かで押しかけていっていろいろ具体的に聞いてみるとか、次は

そういうステップになっていく話だろうというふうに思いますので。 

○吉村委員 そうですね、そうそう。 

○田中理事監兼博物館長 何かをしたくてうずうずしている人は確かに、確実にいました。 

○林田座長 ここの会議始まる前に、今日の展覧会を見せていただいたんですが、福岡市

のコレクションだそうですけれども、それを美術館連絡協議会という連携の中で、あちら

が休館中のものをお借りになって幾つかの公立美術館で回されているという、大変これは

本当に美術館連絡協議会らしい、いいことをやっていただいていると思いました。また、

本当に福岡市というのは、早くに始められたということもあるんでしょうけれども、すば

らしいコレクションをお持ちなので、こんなものが見られるということはなかなか鳥取で
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はないなというのが正直な実感なんですが、それに比べて来館している方々が少ないなと

いうのももう一つ感じます。これはいつも言うことですが、やっぱり美術館の楽しみを、

まだ鳥取、この周辺の方々はあんまり感じていらっしゃらないという気が私はしてしよう

がないんです。だから、できるだけそういう楽しみを体験していただける機会をいろんな

形で、もう少し開館までにはいろいろ御努力をいただくようにお願いしたいと思っており

ます。いつも同じことばっかり言って恐縮ですけれども。 

○田中理事監兼博物館長 はい。ありがとうございます。 

○尾﨑副館長兼美術振興課長 でも、思ったより、割と入っています。 

○林田座長 そうですか。（笑声）それなら結構です。 

○尾﨑副館長兼美術振興課長 それと、若い方が多いので、やっぱりいいですね。 

○林田座長 ある程度、この内容だと若い人向きなんでしょう。ありがとうございます。 

 ほかには何かいかがでしょうか。 

○吉村委員 ちょっと質問してもいいですか。 

○林田座長 どうぞ。 

○吉村委員 資料２基本計画の２４ページの絵がよくわからなかったんですが、配置案が

２つあるわけではないですよね。どのようになっているんでしょうか。 

○田中理事監兼博物館長 これは、左側のほうが１階部分、一応２階程度ではないかとい

う想定をしています。前回、水沢委員が、特に利用者に対して開かれた非常にオープンな

ことの大事さと、片や、やっぱり美術作品をしっかり守るという意味での、そういう両立

というところの話を随分されました。そこの中で、では、機能的にどういう整理をすると

いいのかなということを議論して、ちょっとこういうものを出しちゃうと、いろいろその

後の設計とかに、何かこういうイメージかと予断を与えてしまうのでどうかなとは思った

んですが、ただ、基本計画といって何ものも、少し具体的なものがイメージできるものを

示さないというのも、我々、事務局として無責任かなと思いまして、あくまでも一つの考

え方という形で示させてもらって、左側が１階想定、右側が２階想定ということでありま

す。 

○吉村委員 手前というか、下にある大きめの赤三角が、メイン入り口みたいなイメージ

ですかね。 

○田中理事監兼博物館長 メイン入り口というイメージです。 

○吉村委員 でも、右側の小さ目の三角は、搬入口もありますね。 

○田中理事監兼博物館長 はい。 

○吉村委員 搬入口と、あと閉館時のオープンが可能な場所と、そういうエリアも設ける

とどうか、みたいなことですね。 

○田中理事監兼博物館長 そうですね、はい。決してこれも、実は赤三角はもっといろん

なところにあってもいいのかもしれません。オープンなとか、いろんなところからアクセ

スできるということを片や言っておりますので、それはあってもいいんでしょうが、そう

はいっても、メインの入り口というのもあるだろうしということで。 

○吉村委員 メインの出入り口が必要だろうということですね。。 

○田中理事監兼博物館長 はい。 

○吉村委員 一般的なことですね。 
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○田中理事監兼博物館長 ええ、とにかく一般的な。 

○吉村委員 ２階には収蔵庫とかがある。 

○田中理事監兼博物館長 はい、２階に。やっぱり収蔵スペースは、建物の中でもより高

い位置です。ここが、浸水の高さの関係がありまして、やはりより高い位置に収蔵スペー

スは持っておくべきだといったようなことがありましたので、それで、こういうイメージ

を描いております。 

○吉村委員 なるほど。あと２６ページにも配置図のようなものがありまして、これにも

同じように赤い三角が３カ所あって、さっきのと照らし合わせるようなイメージかもしれ

ないですが、やっぱりここの敷地だと、周辺地域とどう関係をつくるかとか、未来中心も

出入り口を改修で増やしたりとか、美術館の計画とあわせて動線の整理をしないといけな

さそうですよね。この辺りが、ひとつの顔になるのかなというイメージはありますよね。

この間ですよね、いろんな施設の接点になっているところは、一つの顔になるべきだとや

っぱり思います。今は駐車場があるんですよね、駐車場とか、リス舎とか。 

○田中理事監兼博物館長 にぎわいの広場と言われるところがあるんですけれども。 

○吉村委員 でも、全然にぎわってないとかいうような。 

○田中理事監兼博物館長 ですから、正直その辺との連携性をどう表現するかというのは、

それはやっぱり設計段階の中の提案での話ではないかなというふうに思っていまして。 

○吉村委員 もちろんそうです、そうです。 

○田中理事監兼博物館長 あんまりそこをいろいろ、いろんなことを描き過ぎちゃうと、

そういうイメージで固定しちゃうなということもあったものですから、この程度にとどめ

ておるところです。 

○吉村委員 はい、それは大丈夫です。 

 あと、この配置図の中でも、やっぱり大御堂廃寺のところですよね。建設用地を示す赤

い太線がありますが、実際、大御堂廃寺の整備計画まだ全然進んでいないので、その計画

がどうなるかというのもあるんですが、今の状態は芝生みたいなのが、わっと広がってい

て、縦横無尽に歩くみたいな感じで。金沢２１世紀美術館もそうですが、建物の周りが芝

生公園みたいになっていたとしても、園路を設けて歩くエリアをある程度規定することが

一般的ですよね。単純に園路の計画の話を取っても、美術館の計画と、大御堂廃寺の計画

と、どちらにも関わってくる部分があって、それぞれどこまでできるかという話がある。

やっぱりそこは、プロポーザルにしろ、ＰＦＩにしろ、設計着手前にある程度はっきりし

ておかないと計画できないと思うんですよね。なので、倉吉市の文化財課の方にも何度か

お会いしているんですけれども、なるべく早く整備の方針というか、情報ですね、方針を

早く打ち出すのが難しければ情報という話になりますが、ここにはこういう伽藍があって、

とかいう情報は設計要綱の中に入っていないとだめだし、周辺環境とあわせて建物を計画

する上の手がかりになるので、なるべく現在ある大御堂廃寺の情報を集めてしっかりと示

すということが必要かなと思います。あとは、可能であれば、実現可否というか、園路は

オッケー、彫刻広場もオッケーみたいな、ここまではできるできないというのがはっきり

しているといいのかなと思います。ただ、もうそれもあまり時間的な余裕はないのかなと

いう気はしているんですけれども、情報の整理をしてしっかりと提示する必要があるかな

と思っています。 
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○田中理事監兼博物館長 当然もう倉吉市の文化財課とも話をしていまして、先ほど申し

上げました大御堂廃寺跡の保存活用計画、この３０年度から計画に着手されますので、恐

らく設計を検討するようなころには、ある程度、何ができて何ができないかというのはは

っきりしてきているのではないかなという、その辺のスケジュール感のすり合わせもして

いきたいというふうに思っています。 

○吉村委員 はい、そうですね。 

○林田座長 ちょっと今おっしゃったことは私も気になっていたところです。今の２５ペ

ージの下の地図のところにある、それぞれの設置者と運営者と土地の権利をお持ちの人、

管理をなさってくださる方といろいろ違うのではないかと思うんですが、今のように、な

るべく一体的に活用していきたいというこちらの希望があるわけですが、それぞれのとこ

ろの方々が、どこまで理解をして準備し、かつ、ある程度こちらの思いに応えて対応して

もらえるのかというのは、よほど早手回しに御相談をし、あちらも、一体こちらはどうな

っているのかと思われている状態では、こちらの期待に応えるような調整ということもな

かなか難しくなるのではないかと思います。そこは情報交流というか、そういう点ではな

るべく早く進めていただきたいと思います。相当この辺は、来る人にとってみてはとても

大事な場所になると思うんです。右のほうにも何か公園もあるようですが、多分相当幅広

く、来る人にとっては楽しみたい場所になるんだろうと思いますし、やっぱりそこの環境

がよくないと、この美術館のイメージというのも影響を受けるだろうと思いますので、後

回しにならないようによろしくお願いします。 

○田中理事監兼博物館長 わかりました。ありがとうございます。 

 実はここの部分は、基本的には県の敷地、それから倉吉市さんの敷地というのが全てで

ありまして、大なり小なり、そこの中のあるセクションが所管しているといった形で、実

はもう、そことの中で少し話し合いの場を設けていこうという形で、今、関係者と話をし

ておりますので、できるだけそこは早くすり合わせながらしていきたいと思います。御指

摘ありがとうございます、まさにそのとおりです。 

○林田座長 いかがでしょうか。 

 ないようでしたら、予定時間はまだ少し残っておりますけれども。 

 池本さん、何かきょうは。 

○池本委員 きょうはおとなしくしとろうと。（笑声） 

○林田座長 でも、最後ですよ。 

○池本委員 きょう３回目ですが、出るたびに一生懸命、自分なりに勉強したんですね。

勉強すればするほど自分が素人だということがよくわかりまして、あまり言わないほうが

いいんではないかと、意見をね。初めのほうにかなり自分の思いは言っていますし、それ

が、ちょっと気分が悪いのは少な過ぎるんですが、ちょっと考えてはいただいていますし

ね。いろんなことがわかると言えなくなるんですね、自分もね。困ったなと思います。 

 一番最後だということで、事務局の御説明は実に全てを網羅して、素晴らしかったと思

います、説明。だけど、そのときに感じた、僕は細かいことはわからないんですが、何で

わくわくしないんだと感じるんですね、話を聞いていて。 

○吉村委員 なるほど。 

○池本委員 どきどきわくわく、先に光があってというようなものが無いんですね。それ
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は、そつがなさ過ぎるのか、自分なりに考えてみていると、結局何年先ですかね、完成が。 

六、七年先ですよね。 

○田中理事監兼博物館長 はい。 

○池本委員 六、七年先に美術館ができて、そこから今度は５年、１０年先に向かってい

かなければいけないということですよね。そうすると、１５年、２０年の間ぐらいに鳥取

県立美術館というもののピークを持っていくと、例えば計画するとしますか。これでいい

のかなという。あまりにもどきどき感がないな、当たり前過ぎるなと。もっと悪い言い方、

古臭いと、そういう感じを今持っているんですね。それを、僕がもっとこういうことに精

通していて、具体的に「もっとこうしなきゃいけん、こうしなきゃいけん」と提案できれ

ば割方言いやすいんですが、そこまでの能力はないんですね。ただ、聞いていて、全くど

きどきしないと、わくわくしないと。そういうことだけ最後にちょっとお話をして、何か

その辺が変に小ぢんまりとまとまり過ぎて、１０年、１５年先には物すごく古臭い美術館

になっているのではないかと。 

 倉吉という割方交通アクセスの悪い、割方閉鎖的なところに建って、それが旧態依然と

したような古い美術館だったときに、果たして鳥取県が何らかの形で情報発信できるのだ

ろうか、これで。余りにもそつなくまとまり過ぎている、今の時点でですよ。そんな感じ

を、私は感覚人間なので受けたということで、どうでございましょうか。 

○林田座長 ありがとうございます。さすがアーティストらしい。胸にどきっとくる御発

言でございました。そこらあたりは、これから、今、皆さんから御意見を出していただい

たものをどう実現するかの中で、今のことをしっかり胸に皆さんで置きながら、いいもの

をつくっていくように頑張っていただきたいということを、最後に厳しくプッシュをいた

だきました。 

○池本委員 申しわけありません。 

○林田座長 いえいえ、ありがとうございます。この会の最後にふさわしい御発言をいた

だいたと思っております。 

 では、この素案に対する意見としては以上ということにさせていただきたいと思います。 

 あとは、今後の進め方について、何か御説明いただくことになるのですか。 

○漆原美術館整備準備室長 資料３をご覧いただきたいと思います。先ほど来出ておりま

すけれども、本日の委員会の概要等を含めまして、これから始まります２月定例県議会、

あるいは県民へのパブリックコメント等、皆さんの意見を反映しながら修正のほうをさせ

ていただきまして、また、一方で進めておりますＰＦＩ手法の導入可能性調査、これらも

盛り込んだ形で、今、３月下旬をめどに基本計画の策定ということで臨時教育委員会を開

催いたしまして、基本計画を策定していきたいと考えております。 

 それから、冒頭ありましたように、来年度以降、その整備手法を固めて資産有効活用戦

略会議等で判断、その結果をもって、ここに書いておりますような流れで、現在のところ、

平成３６年度開館という予定というような形でございます。 

○林田座長 ありがとうございます。 

 今の説明に対して、何か御質問、御意見等はございませんでしょうか。 

○高増委員 すみません。 

○林田座長 どうぞ。 
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○高増委員 先ほどからのＰＦＩの導入可能性調査のまとめ等、戦略会議での結果みたい

なものは、何か県のホームページ等で公開されるのでしょうか。 

○田中理事監兼博物館長 戦略会議のほうは、その資料等も含めて県のホームページでオ

ープンになると思いますし、また、その折々に出たときに、委員の皆様に少し報告をさせ

てもらうようにしたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○高増委員 そうしていただけると。 

○林田座長 ほかにはございませんでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、一応皆様の御意見が出そろいましたので、以上をもちまして本日の委員会は

終了とさせていただきたいと思います。何か事務局のほうでは特にございませんか。 

【閉会挨拶】 

○事務局 それでは、閉会に当たりまして、山本教育長から一言御挨拶を申し上げます。 

○山本教育長 失礼いたします。本当に、きょうは、貴重なアドバイスを多々いただきま

したこと、感謝を申し上げたいと思います。 

 林田座長様を初め、委員の皆様方には、しょっぱな８月４日という本当に暑い暑い日に

第１回を設けさせていただきましたが、きょうは本当に寒い寒い雪の降る中、最終回を迎

えるということになりました。ちょうど１年前の２月１０日だったんですけれども、基本

構想の策定委員会が開かれたのは県庁の講堂で、全然窓がない真っ暗な部屋の中で、非常

に重苦しい雰囲気の中でその会合を閉じたのを改めて思い出すのですが、きょうは本当に

非常にいい天気で、明るい部屋で、私自身はすごく皆さんの話をわくわくしながら聞かせ

ていただいたのですが、どきどきもありましたし。（笑声）そういう意味では池本委員に

は、しょっぱなと最後に本当に胸に刺さる御意見を賜りましたこと、改めて感謝を申し上

げたいと思います。 

 各委員の皆様方には、それぞれの御専門も含めて貴重な意見を賜りましたこと、感謝を

申し上げたいと思います。今まだ中間まとめの素案ということで御意見を賜りましたけれ

ども、いただきました意見、できる限りこの案の中に盛り込んで、よりよい美術館になり

ますように、我々も努力をしてまいりたいというふうに思っております。 

 特に県民立の美術館ということで、美術館と県民との関係、きょうも多々御意見をいた

だきましたけれども、提供する側と受ける側という関係ではなく、新しい２１世紀型の関

係がつくれるような、そんな美術館にぜひ我々としてもしていきたいなというふうに思っ

ておりますので、また引き続きまして、いろいろさまざまな、折に触れて御意見、アドバ

イスをいただければということを併せてお願いを申し上げまして、御礼の言葉とさせてい

ただきたいと思います。本当にありがとうございました。 

○林田座長 どうもありがとうございました。以上ですね、いいですね。 

【閉会】 

○事務局 これをもちまして、第３回鳥取県美術館整備基本計画策定アドバイザリー委員

会をお開きとさせていただきます。どうもありがとうございました。 


